
本校は長年、生馬小学校の児童と学校間交流を行っています。また、近年は松江工業高等専門学校との交流

を行ったり、生馬公民館と連携しながら地域の方と本校の児童生徒が一緒に活動するイベントを企画したりす

る等、障がいや特別支援学校への理解啓発の取組を続けています。 

さらに、地域のたくさんの方にも参加していただいている、年齢、性別、障がいの有無等を問わず誰でも楽

しめるボッチャ体験を中心とした交流会を実施してきており、障がい者スポーツの普及、またボッチャ振興の

ための取組も継続しています。 

この度、本校のこのような活動に対して島根県教育委員会から表彰状を頂きました。生馬地域の方との様々

な取組を生馬地域以外の方にも知っていただく良い機会になったと考え

ています。これからも生馬地域にある学校として、地域の様々なひと・も

の・ことと関わりながら、一緒に歩んでいきたいと思います。今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

今月は地域に向けた学習（生馬小学校との学校間交流）の様子と、本校が頂いた表彰についてお伝え

します。 

  

 

 １０月２９日（火）に生馬小学校と今年度最後の学校間交流となる「ふれあい集会」が、生馬小学校の体

育館でありました。  

 交流当日は、体育館の入り口までペアの友達が迎えに来てくれて一緒に入場しました。３回目の交流とい

うこともあり、生馬小の友達に名前を呼ばれた時に笑顔になったりハイタッチをしたりする本校児童の姿

が見られました。ふれあいタイムでは、４つのグループに分かれて活動に取り組みました。魚釣りゲームや

ボウリング等の活動では、本校児童の興味をひくような楽器を鳴らしたり、歌を歌ったりする等の音楽の要

素、注目しやすいような光や色の工夫がしてある趣向を凝らした手作りの道具が用いられていました。本校

児童も真剣な表情や笑顔で道具を見たり、手を伸ばして触ったりすることができ、体育館の中は拍手や笑い

声、楽器の音等で溢れていました。生馬小児童からの「一緒にやろうよ！」の誘いかけや、「楽しいね！」

の言葉かけを受ける中で本校児童も表情や発声、身体の動き等それぞれの方法で応えており、児童同士の関

わりが多く見られました。最後の見送りの場面では、花道の中を車椅子を押してもらいながら退場しまし

た。名残惜しさもありましたが、「また一緒に勉強しようね！」などと言葉をかけ合い、最後は笑顔でお別

れをしました。 
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ホームページでは、学校生活や学習の様子を掲載 

しています。携帯、スマートフォン等からQR コードを 

読み込んでいただくと繋がります！ 

第３回 本校小学部と生馬小学校３・４年生との学校間交流 ～ふれあい集会～ 

～本校の活動を表彰していただきました～ 

１グループ 

『もりのくまさん』の歌

が止まるとペアになって

じゃんけんをしました♪ 

２グループ 

手作りの釣りゲームを

楽しみました。大漁で

した！ 

４グループ 

ボウリングに取り組みま

した！ピンを倒すと楽器

の演奏がありました♪ 

３グループ 

色を選ぶと『どんな色が好

き』の歌に合わせて、ポンポ

ンを振ってもらいました！ 


